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上山棚田再生
～ 8300枚を未来へ繋げるプロジェクト～

 岡山県美作市活動地域

稲株主口数 129 口 

稲株主人数 94 人

今年度計画の達成度 86 ％

全体計画の達成度 26 ％
活動内容と成果
棚田を軸に動植物だけではなく人も含めた地域の生態
系の在り方について専門家を招いて調査検証を実施。
持続的に活動を行える体制づくりに向けて外部から都
市住民が関わることで地域の農や自然環境が守り継が
れる仕組み（稲株主制度）をつくった。
会員数の増加に向けた企画・講座を現地及び東京や大
阪等の都市部において7回開催。上山地区内にある拠点
の魅力化を図り、現地を訪れ活動し、楽しんでいただけ
る基盤をつくることができた。稲株主数、応募口数は令
和3年度42人68口から令和4年度は94人129口に増加し
た。

課　題
棚田での農業や里山環境の保全に関わる担い手の減少。
また、慣行農法や現代の人々の暮らしが自然環境へど
のような影響を与えているのかを認知できていないこ
とが課題。

目　標
稲株主制度を通して支援者を募り、地域内外の住民が
共に学び合って環境保全型の農地利用に努め、継続で
きる体制を整える。稲株主の獲得（500口）を目標とす
る。
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稲株主の皆さんとの稲刈り作業体験稲株主の皆さんとの稲刈り作業体験

活動拠点には地域内外から活動拠点には地域内外から
様々な人が集まった様々な人が集まった

今後稲株主500口の獲得を目指すため、さらなる現地拠点の魅力化や地域内外での
イベント企画の充実が必要。動植物の生態系調査等も引き続き行い、上山地区住民
とも連携し多様性のある集落づくりを目指す。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
動植物の生態系について学ぶ機会で
は専門性が高く、参加するハードル
が高い講座のように受け取られ集客
に苦労した。

■工夫した点
稲株主総会を開き、希望する関わり
方について意見を集めた。まずはお
米を食べるところから棚田を知って
もらう機会を設けた。

実 践

ひろげる助成

1年目


